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ロ

ン

ド

ン

の

戦

争

博

物

館

と

地

下

壕

会

員

　

　

　

　

白

井

　

厚

英
国
に
短
期
間
出
張
し
た
の
で
、

ロ
ン
ド
ン
で
戦
争
博
物
館
と
ロ
ン

ド
ン
大
空
襲
時
の
内
閣
用
地
下
壕

跡
を
見
て
き
た
。
日
吉
台
地
下
壕

の
保
存
に
も
若
干
参
考
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
。

帝

国

戦

争

博

物

館

（
l
m
p
e
r
i
a
l
 
w
a
r
 
M
u
s
e
u
m

入
場
料
£
三
・
九
〇
）

地
上
三
階
、
地
下
一
階
の
堂
々

た
る
建
物
で
、
中
央
は
吹
き
抜
け
。

そ
こ
に
飛
行
機
、
戦
車
、
大
砲
、

潜
水
艦
、
ミ
サ
イ
ル
な
ど
が
陳
列

さ
れ
て
い
る
。
一
階
に
は
映
写
室
、

書
店
、
食
堂
、
画
廊
、
特
殊
展
示

室
、
二
、
三
階
の
バ
ル
コ
ニ
ィ
部

分
は
第
一
次
、
二
次
大
戦
の
戦
争

画
そ
の
他
の
陳
列
場
。

地
階
に
は
第
一
次
、
二
次
大
戦
、

戦
後
の
紛
争
に
つ
い
て
の
詳
細
な

展
示
が
あ
り
、
特
に
「
B
e
l
s
e
n

1
9
4
5
」
は
、
ナ
チ
ス
の
ユ
ダ
ヤ
人

強
制
収
容
所
の
恐
る
べ
き
写
真
、

映
画
、
絵
、
資
料
、
そ
し
て
四
五

〇
〇
〇
人
を
救
出
し
た
と
い
う
英

軍
の
作
戦
を
示
し
て
い
る
。

特
筆
す
べ
き
は
、
戦
争
を
疑
似

体
験
さ
せ
る
装
置
で
、
次
の
よ
う

な
も
の
が
あ
る
。

◆
塹
壕
戦
体
験

（
T
r
e
n
c
h
 
E
x
p
e
r
i
e
n
c
e
）

暗
黒
の
塹
壕
の
中
に
入
る
と
、

第
一
次
大
戦
の
塹
壕
戦
を
、
突
然

の
爆
発
・
銃
砲
の
音
・
火
薬
の
臭

い
・
連
絡
用
の
電
話
の
ベ
ル
・
命

令
伝
達
・
負
傷
兵
救
出
・
治
療
な

ど
で
、
実
際
の
戦
場
に
い
る
よ
う

な
緊
迫
し
た
雰
囲
気
の
う
ち
に
感

ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

◆
大
空
襲
体
験

（
B
l
i
t
z
 
E
x
p
e
r
i
e
n
c
e
）

防
空
壕
内
に
入
る
と
、
一
九
四

〇
年
の
ロ
ン
ド
ン
電
撃
攻
撃
の
状

況
を
、
爆
発
の
光
・
音
・
臭
い
・

至
近
弾
の
震
動
・
火
災
・
破
壊
さ

れ
た
建
物
・
非
常
食
な
ど
で
体
験

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

◆
ジ
ェ
リ
コ
救
出
作
戦

（
O
p
e
r
a
t
i
O
n
 
J
e
r
i
c
h
o
）

フ
ラ
ン
ス
の
レ
ジ
ス
タ
ン
ス
の

闘
士
た
ち
が
捕
え
ら
れ
処
刑
さ
れ

る
と
い
う
の
で
、
英
軍
の
爆
撃
機

が
収
容
所
の
壁
を
爆
破
し
て
闘
士

た
ち
を
逃
が
す
特
殊
作
戦
。
四
畳

半
ほ
ど
の
部
屋
に
入
る
と
、
前
面

が
大
ス
ク
リ
ー
ン
で
、
離
陸
・
偵

察
・
爆
撃
・
帰
投
着
陸
な
ど
の
ス

リ
ル
満
点
の
状
況
が
映
し
出
さ
れ

る
。
部
屋
は
飛
行
す
る
爆
撃
機
内

部
に
見
立
て
ら
れ
、
映
像
に
合
せ

て
上
下
左
右
に
激
し
く
震
動
、
女

性
た
ち
は
悲
鳴
を
あ
げ
て
手
に
汗

を
握
る
体
験
を
す
る
。

（
有
料
、
£
一
・
三
五
）

内

閣

用

地

下

壕

（
C
a
b
i
n
e
t
 
w
a
r
 
R
o
o
m
s
）

ロ
ン
ド
ン
大
空
襲
下
で
、
チ
ヤ

ー
チ
ル
内
閣
は
ど
こ
で
国
民
を
指

導
し
た
か
―
ウ
エ
ス
ト
ミ
ン
ス

タ
ー
寺
院
や
英
国
議
会
に
近
い
四

階
建
て
の
政
府
用
ビ
ル
の
地
下
室

が
そ
れ
だ
。
も
ち
ろ
ん
空
襲
で
ね

ら
わ
れ
る
建
物
だ
が
、
堅
固
な
つ

く
り
な
の
で
、
た
と
え
一
部
破
壊

さ
れ
て
も
建
物
自
体
が
防
禦
物
と

な
っ
て
地
下
室
を
守
る
と
考
え
ら

れ
、
地
下
室
を
更
に
頑
丈
に
補
強
、

毒
ガ
ス
攻
撃
に
も
火
災
に
も
耐
え

ら
れ
る
よ
う
に
し
て
、
閣
僚
と
軍

の
首
脳
は
地
下
室
で
指
揮
し
た
。

地
下
室
に
あ
る
二
一
室
は
幸
い
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に
も
破
壊
を
免
れ
、
日
本
軍
の
降

服
の
日
ま
で
使
わ
れ
、
今
は
戦
時

中
と
同
じ
よ
う
に
保
存
・
公
開
さ

れ
て
い
る
。
閣
議
室
、
チ
ャ
ー
チ

ル
の
寝
室
、
地
図
室
、
ル
ー
ズ
ベ

ル
ト
大
統
領
と
直
通
の
電
話
室
、

タ
イ
ピ
ス
ト
室
、
放
送
室
、
警
備

す
る
実
物
大
の
兵
士
の
人
形
、
電

話
交
換
手
室
、
休
憩
室
な
ど
が
、

見
る
も
の
を
五
〇
年
前
に
引
き
戻

す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
室
に
つ
い
て
は

ヘ
ッ
ド
フ
ォ
ー
ン
か
ら
解
説
が
流

れ
、
実
物
の
持
つ
迫
力
が
見
る
も

の
を
圧
す
る
。

ロ
ン
ド
ン
に
は
ほ
か
に
も
海
軍

博
物
館
（
帝
国
軍
艦
　
B
e
l
f
a
s
t

―
一
九
六
五
年
ま
で
使
わ
れ
て

い
た
最
後
の
重
巡
洋
艦
で
、
テ
ム

ズ
川
ロ
ン
ド
ン
塔
の
前
に
浮
ぶ
）
、

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
に
は
航
空
博
物
館

（
D
u
x
f
o
r
d
）
な
ど
沢
山
の
戦
争

博
物
館
が
あ
る
。
英
国
で
は
軍
人

の
社
会
的
地
位
が
高
く
、
戦
史
の

研
究
が
盛
ん
で
、
第
二
次
大
戦
は

戦
勝
の
歴
史
、
し
か
も
ナ
チ
ズ
ム

の
脅
威
か
ら
祖
国
を
救
い
他
民
族

も
解
放
し
た
歴
史
な
の
で
、
す
べ

て
は
誇
ら
し
げ
に
展
示
さ
れ
愛
国

心
を
か
き
た
て
る
よ
う
に
出
来
て

い
る
の
は
問
題
だ
が
、
こ
う
し
た

博
物
館
に
お
い
て
大
勢
の
男
女
高

校
生
が
教
師
と
共
に
学
習
し
て
い

る
の
を
見
る
と
、
日
本
人
は
戦
史

に
全
く
無
知
で
よ
い
の
か
、
戦
争

放
棄
＝
戦
争
研
究
放
棄
で
よ
い
の

か
、
甚
だ
疑
問
に
感
じ
た
。

広
島
の
原
爆
ド
ー
ム
な
ど
を
除

く
と
、
日
吉
台
の
地
下
壕
は
大
都

会
に
あ
る
ほ
と
ん
ど
唯
一
最
大
の

（
？
）
戦
争
の
史
跡
で
あ
ろ
う
。

小
な
り
と
は
い
え
今
も
残
る
寄
宿

舎
の
建
物
（
連
合
艦
隊
司
令
部
跡
）

を
戦
史
博
物
館
に
活
用
し
、
そ
し

て
地
下
壕
を
海
軍
使
用
時
の
状
況

に
復
元
し
、
蝋
人
形
や
ハ
イ
テ
ク

技
術
な
ど
を
用
い
て
当
時
の
状
況

を
直
接
目
と
耳
で
知
り
う
る
よ
う

に
す
れ
ば
、
高
校
生
の
歴
史
研
究
、

大
学
生
の
戦
史
研
究
に
最
適
の
教

材
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

（
慶
大
経
済
学
部
教
授
）

内閣用地下壕入口

地下壕内の地図室。
戦場の主な情報は

ここにすべて集められ、
地図の上にはさまざま
な標識が付けられた。

地下壕内の内閣室。

百回以上の閣議が
ここで行われ、重要
な決定がなされた。
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子

供

の

頃

幹
事
　
　
　
　
林
　
　
ち
　
づ

今
年
は
敗
戦
五
〇
年
の
年
で
あ

る
。
五
〇
年
と
い
え
ば
、
人
の
一

生
の
大
部
分
は
終
っ
た
と
い
わ
れ

た
長
い
時
間
で
あ
っ
た
。
し
か
し

今
で
は
五
〇
年
＋
α
が
人
間
の
一

生
と
な
り
つ
つ
あ
り
、
α
の
部
分

を
い
か
に
生
き
る
か
が
課
題
と
な

っ
た
。昭
和
世
代
で
あ
る
私
も
、
物
心

つ
い
た
ら
戦
争
で
集
団
学
童
疎
開

の
子
供
で
あ
り
、
東
京
大
空
襲
で

家
を
失
っ
て
い
る
。
幸
い
家
族
に

犠
牲
は
出
ず
に
何
と
か
今
ま
で
生

き
延
び
て
い
る
。
近
頃
、
老
境
に

入
っ
た
兄
姉
達
が
集
ま
る
と
昔
の

思
い
出
話
に
な
る
が
、
い
つ
も
戦

争
前
後
の
話
に
集
中
す
る
。
兄
二

人
は
軍
隊
、
姉
は
勤
労
動
員
、
私

は
学
童
疎
開
と
い
う
戦
時
体
験
を

も
っ
て
い
る
。
青
春
時
代
に
戦
争

を
経
験
し
た
彼
等
と
戦
後
教
育
を

受
け
た
私
と
は
か
な
り
印
象
も
異

な
る
の
だ
が
、
何
と
か
話
が
あ
っ

て
い
く
の
で
あ
る
。
我
家
は
品
川

区
の
下
町
に
あ
り
、
二
〇
年
三
月

二
〇
日
の
空
襲
の
時
に
は
辛
う
じ

て
火
災
を
消
し
と
め
た
が
、
毎
日

防
空
壕
と
の
往
復
の
生
活
で
、
五

月
の
第
二
次
大
空
襲
に
は
、
つ
い

に
全
焼
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
ど

こ
に
い
た
も
の
や
ら
、
手
足
ま
と

い
の
私
は
疎
開
地
へ
行
か
さ
れ
て

い
た
の
で
、
そ
の
頃
の
記
憶
は
ぬ

け
お
ち
て
い
る
。
昨
年
、
東
京
、

丸
善
で
学
童
疎
開
の
展
示
が
あ
っ

た
が
、
絵
日
記
な
ど
の
記
録
が
よ

く
残
さ
れ
て
い
た
と
感
心
し
た
。

私
は
昭
和
二
〇
年
の
は
じ
め
頃

に
最
後
の
学
童
疎
開
で
東
京
近
郊

（
日
野
市
）
へ
行
き
、
栄
養
失
調

症
と
八
王
子
大
空
襲
に
会
い
、

（
何
の
た
め
に
疎
開
し
た
ん
だ
か
）

多
摩
川
の
橋
を
夜
中
に
泣
き
な
が

ら
皆
で
ハ
ダ
シ
で
逃
げ
た
こ
と
し

か
覚
え
て
い
な
い
。
夜
空
が
夕
焼

け
の
様
に
赤
く
、
山
の
影
が
く
っ

き
り
と
黒
か
っ
た
。
そ
し
て
八
月

一
五
日
に
、
戦
争
が
終
っ
た
と
い

わ
れ
、
少
し
つ
つ
周
囲
か
ら
友
達

が
消
え
て
い
っ
た
が
、
私
と
一
〇

人
位
の
子
は
な
か
な
か
迎
え
が
こ

な
か
っ
た
。
親
の
生
死
が
判
ら
な

い
子
が
い
た
の
だ
ろ
う
。
私
の
場

合
は
戦
後
の
生
活
が
ガ
タ
ガ
タ
し

て
私
を
つ
れ
帰
る
ど
こ
ろ
で
は
な

か
っ
た
ら
し
い
が
、
そ
ん
な
こ
と

は
子
供
に
は
わ
か
ら
な
い
か
ら
、

か
な
り
傷
つ
い
た
。
み
す
て
ら
れ

た
と
思
っ
た
ら
し
い
。

兄
達
も
身
体
を
こ
わ
し
た
り
、

父
も
生
活
を
整
え
る
こ
と
に
せ
い

一
っ
ぱ
い
だ
っ
た
。
や
っ
と
帰
っ

た
我
家
は
家
族
と
親
類
で
ご
っ
た

が
え
し
て
い
た
。
皆
家
を
失
っ
た

の
で
家
族
が
一
緒
に
す
め
る
の
は

運
の
良
い
方
だ
っ
た
。

今
、
兄
の
一
人
は
自
分
史
を
綴

り
始
め
、
戦
争
中
の
所
に
さ
し
か

か
っ
て
い
る
が
、
入
隊
し
て
広
島

市
に
配
属
さ
れ
た
が
病
弱
の
た
め

す
ぐ
病
院
に
送
り
帰
さ
れ
て
し
ま

っ
た
の
で
原
爆
に
あ
わ
ず
に
す
ん

だ
が
、
同
期
の
人
達
は
ほ
と
ん
ど
、

南
方
戦
線
や
広
島
で
亡
く
な
ら
れ

た
ら
し
い
。

五
〇
年
と
い
う
が
、
私
達
の
五

〇
年
は
戦
争
の
影
響
を
た
っ
ぷ
り

受
け
て
い
る
。
第
二
次
大
戦
、
日

中
戦
争
、
太
平
洋
戦
争
、
他
の
国

で
あ
る
が
朝
鮮
戦
争
、
ベ
ト
ナ
ム

多摩川を望む日野市

東京の遺跡散歩　東京都刊より
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戦
争
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
内
戦
等
。
自

分
の
国
や
ア
ジ
ア
の
国
々
で
ほ
と

ん
ど
戦
争
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
日

々
だ
っ
た
。
そ
し
て
今
ま
た
毎
日

新
た
な
戦
争
が
ど
こ
か
で
起
っ
て

い
る
。
そ
う
思
う
と
「
平
和
な
日

本
」
は
全
く
も
ろ
い
土
壌
の
上
に

建
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
辛

う
じ
て
憲
法
第
九
条
だ
け
に
支
え

ら
れ
、
平
和
を
願
う
人
達
の
努
力

の
上
に
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思

っ
て
し
ま
う
。
戦
跡
の
傷
あ
と
は

ア
ジ
ア
、
太
平
洋
の
島
々
に
残
り
、

日
本
の
沖
縄
に
も
す
さ
ま
じ
さ
を

と
ど
め
て
い
る
。
忘
れ
た
い
が
忘

れ
ら
れ
ず
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

歴
史
の
あ
か
し
と
し
て
。
戦
争
は

弱
者
、
老
人
や
子
供
達
に
と
っ
て

は
む
ご
い
も
の
だ
。
戦
争
の
恐
ろ

し
さ
、
そ
し
て
被
害
者
と
加
害
者

の
両
面
を
も
つ
私
達
の
戦
争
体
験

を
ア
ジ
ア
や
、
日
本
の
若
者
達
に

ど
う
伝
え
ら
れ
る
か
が
、
私
の
課

題
だ
と
思
う
。

寺
田
事
務
局
長
が
協
力
し
て
こ

ら
れ
た
調
査
が
完
了
し
、
報
告
書

が
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
朝
日
新
聞

（
九
四
・
一
一
・
八
）
の
記
事
を

お
届
け
し
ま
す
。

強
制
連
行
の
量
を
調
査
報
告

県
 
朝
鮮
と
の
関
係
史
を
発
行

地
域
か
ら
の
国
際
交
流
の
一
環
と
し
て
県
は
、
神
奈
川
と
朝
鮮
の
関
係
史
を
調
査
し
た
報
告

書
「
神
奈
川
と
朝
鮮
」
を
発
行
し
た
。
文
化
交
流
の
歴
史
や
朝
鮮
半
島
の
民
俗
な
ど
を
紹
介
し

て
い
る
が
、
全
体
の
八
割
は
強
制
連
行
さ
れ
た
朝
鮮
人
が
県
内
の
建
設
現
場
や
工
場
な
ど
で
働

か
さ
れ
た
実
態
な
ど
、
戦
時
下
の
報
告
だ
。

2
部
構
成
文
化
交
流
史
も

資料検証と200人聞き取り「過去の歴史とらえ直して」

朝
鮮
で
の
連
行
風
景
の
写
真
も

掲
載
し
た
＝
「
神
奈
川
と
朝
鮮
」

か
ら

報
告
書
は
四
百
六
十
七
㌻

で
、
第
一
部
は
「
神
奈
川
と
朝

鮮
の
文
化
交
流
史
」
、
第
二
部

は
「
戦
時
下
の
神
奈
川
と
朝

鮮
」
と
な
っ
て
い
る
。

県
は
一
九
九
〇
年
に
韓
国
京

畿
道
と
友
好
提
携
し
た
。
こ
れ

を
機
に
地
域
で
国
際
交
流
を
進

め
よ
う
と
翌
年
、
調
査
を
始

め
た
。
調
査
と
執
筆
は
、
金

原
左
門
・
中
央
大
教
授
ら
学
識

経
験
者
の
委
員
九
人
を
中
心

に
、
協
力
員
な
ど
約
五
十
人

に
よ
る
「
神
奈
川
と
朝
鮮
の
関

係
史
調
査
委
員
会
」
が
行
っ

た
。同
委
員
会
は
、
県
内
の
市
町

村
が
保
存
し
て
い
た
朝
鮮
人
寄

留
簿
や
、
特
別
高
等
警
察
の
内

部
資
料
な
ど
を
検
証
す
る
一

方
、
強
制
連
行
さ
れ
た
朝
鮮
人

や
家
族
ら
計
約
二
百
人
か
ら
聞

き
取
り
を
し
た
。
韓
国
で
も
二

度
に
わ
た
り
調
査
を
し
た
。

報
告
書
は
、
横
浜
市
港
北
区

日
吉
に
あ
る
慶
応
義
塾
大
学
の

校
舎
地
下
に
連
合
艦
隊
司
令
部

の
壕
（
ご
う
）
を
掘
る
際
、
朝

鮮
人
労
働
者
が
従
事
し
た
様
子

を
明
ら
か
に
し
た
。
川
崎
市
臨

海
部
で
は
企
業
ご
と
に
連
行
の

実
態
を
報
告
し
た
。

報
告
書
に
よ
る
と
、
一
九
四

〇
年
に
始
ま
っ
た
相
模
湖
ダ
ム

建
設
で
は
、
四
二
年
六
月
ま
で

に
計
四
百
人
の
朝
鮮
人
が
強
制

連
行
さ
れ
、
砂
利
採
取
や
ト
ロ

ッ
コ
押
し
を
し
た
。
強
制
連
行

さ
れ
た
人
は
「
一
番
危
険
な
仕

事
を
や
ら
さ
れ
た
」
と
証
言
し

て
い
る
。
日
本
人
作
業
員
の
妻

は
、
宿
舎
か
ら
逃
亡
し
た
朝
鮮

人
を
捜
し
出
し
せ
っ
か
ん
し
て

殺
し
た
事
件
が
あ
っ
た
、
と
語

っ
て
い
る
。

四
一
年
に
軍
属
と
し
て
横
須

賀
に
連
行
さ
れ
た
男
性
は
、
南

洋
の
島
に
送
ら
れ
、
将
校
に
棒

で
殴
ら
れ
て
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中

を
逃
げ
ま
ど
っ
た
。
生
計
を
支

え
て
き
た
妻
は
「
ど
こ
に
訴
え

て
、
ど
こ
で
補
償
を
受
け
れ
ば

い
い
の
で
す
か
」
と
憤
っ
て
い

る
、
と
い
う
。

報
告
書
に
掲
載
し
た
内
務
省

の
記
録
に
よ
れ
ば
、
四
〇
年
か

ら
四
三
年
ま
で
に
約
七
千
五
百

五
十
七
人
の
朝
鮮
人
が
県
内

に
強
制
連
行
さ
れ
た
と
さ
れ

る
。同
委
員
会
の
副
委
員
長
、
山

田
昭
次
・
立
教
大
教
授
は
「
強

制
連
行
さ
れ
た
本
人
だ
け
で
な

く
、
家
族
ら
の
苦
痛
も
続
い
て

い
る
。
多
く
の
県
民
に
報
告
書

を
読
ん
で
も
ら
い
、
過
去
の
歴

史
を
と
ら
え
直
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
る
。

五
百
部
発
行
し
、
県
立
高
校

の
図
書
室
や
公
立
図
書
館
に
配

布
し
た
。
問
い
合
わ
せ
は
県
国

際
課
（
〇
四
五
－
二
〇
一
－
一

一
一
一
）
へ
。
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連
載日

吉

台

地

下

壕

当

時

の

関

係

者

の

思
い
出
話
　
　
9

日
吉
の
日
々
　
1

日
吉
で
の
軍
隊
生
活
と
は
ど
ん

な
も
の
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
中
島
氏
か
ら
伺
い
ま
す
。

中
島
　
親
孝
氏
の
話

（
き
き
て
：
寺
田
貞
治
）

日
吉
に
来
た
当
初
は
、
長
官
以

下
幕
僚
・
士
官
・
特
準
な
ど
約
七

〇
名
、
下
士
官
・
兵
な
ど
三
五
〇

名
の
計
四
二
〇
名
程
度
で
あ
っ
た
。

下
士
官
・
兵
に
つ
い
て
大
淀
に
い

た
と
き
と
比
べ
る
と
、
表
の
通
り

に
な
る
。
終
戦
時
に
は
、
司
令
部

の
人
員
は
千
名
近
く
に
ふ
く
れ
上

っ
て
い
た
。

作
戦
会
議
は
寄
宿
舎
の
中
寮
の

食
堂
を
改
造
し
た
作
戦
室
で
開
い

た
が
、
空
襲
が
激
し
く
な
っ
て
か

ら
は
地
下
壕
⑦
の
作
戦
室
で
開
い

た
。
連
合
艦
隊
の
重
要
な
作
戦
は

軍
令
部
と
相
談
し
て
天
皇
の
裁
可

を
仰
い
で
行
な
っ
た
。

⑨
に
は
電
信
・
暗
号
の
各
隊
が

い
た
。
私
は
電
信
室
に
始
め
て
蛍

光
燈
を
入
れ
た
。
電
信
隊
は
こ
の

壕
に
来
る
前
は
、
藤
原
工
大
（
現

慶
大
第
四
校
舎
辺
り
）
の
北
側
斜

面
の
民
間
人
が
掘
っ
た
素
掘
り
の

壕
に
電
信
機
を
設
置
し
業
務
を
行

な
っ
て
い
た
。
主
に
軍
令
部
や
海

軍
省
と
の
連
絡
が
仕
事
で
電
話
回

線
を
利
用
し
て
い
た
。

各
部
隊
へ
の
作
戦
司
令
は
無
線

だ
と
敵
に
キ
ャ
ッ
チ
さ
れ
る
恐
れ

が
あ
る
た
め
殆
ど
有
線
で
、
日
吉

か
ら
海
軍
省
東
京
通
信
隊
を
通
じ
、

船
橋
の
送
信
所
か
ら
送
信
さ
れ
た
。

従兵 医務料員 機関科員 烹炊員 運転員＝自動車の運転 警戒隊

当初はいなかった

防空隊 庶務 司令部の暗号員 大淀の暗号員 電信（持）＝外国の電波を傍受 司令部の電信員 大淀の電信員

（ゼルを動かす兵 日吉ではジー

　　　　　）20 10 ？ ？ 0 0 20 35 5 30 30 20 大淀

2 0 10 20 25 20 0 2 0 45 30 60 日吉
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電
信
機
は
外
が
ア
ル
ミ
で
中
は

銅
で
で
き
て
い
る
た
め
、
湿
気
の

影
響
は
余
り
受
け
な
か
っ
た
。

⑦
の
近
く
の
縦
穴
か
ら
ア
ン
テ
ナ

を
だ
し
て
、
初
期
の
頃
、
東
京
通

信
隊
と
交
信
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

蟹
ケ
谷
に
海
軍
通
信
隊
が
あ
っ

た
が
、
軍
令
部
が
少
し
使
っ
て
い

た
程
度
で
司
令
部
で
は
殆
ど
使
わ

な
か
っ
た
。
蟹
ヶ
谷
は
受
信
設
備

が
大
き
か
っ
た
の
で
弱
い
電
波
が

受
信
で
き
た
。

外
国
の
電
波
は
埼
玉
県
の
大
和

田
で
受
信
し
、
東
京
通
信
隊
を
通

し
て
日
吉
の
司
令
部
に
伝
え
ら
れ

た
。
日
吉
で
も
慶
大
チ
ャ
ペ
ル
に

ラ
ジ
オ
を
お
い
て
、
英
語
の
で
き

る
士
官
が
海
外
放
送
を
受
信
し
、

情
報
を
得
て
い
た
。
ま
た
日
吉
に

き
て
い
た
軍
令
部
第
三
部
（
情
報

部
）
の
実
松
氏
の
所
に
出
入
り
し
、

情
報
を
得
て
い
た
。

⑩
の
出
入
口
附
近
に
半
地
下
式

の
兵
舎
を
作
り
、
兵
士
が
寝
泊
り

し
て
い
た
。
空
襲
が
激
し
く
な
り
、

爆
撃
を
受
け
て
か
ら
は
、
⑪
⑫
⑬

で
寝
泊
り
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

電
信
・
暗
号
の
兵
士
は
⑥
附
近
に

寝
泊
り
し
て
い
た
。
空
襲
の
時
、

司
令
長
官
は
⑤
と
⑥
の
間
で
、
幕

僚
は
⑦
の
作
戦
室
附
近
で
寝
泊
り

し
た
。
壕
の
中
の
生
活
は
湿
気
が

多
く
快
適
で
は
な
か
っ
た
。

近
く
の
小
川
で
、
沢
ガ
ニ
が
よ

く
と
れ
、
客
が
来
る
と
テ
ン
プ
ラ

に
し
て
出
し
た
。
ご
馳
走
だ
と
喜

ば
れ
た
。

（
生
協
ニ
ュ
ー
ス
教
職
員
版
第
四

五
号
よ
り
抜
粋
転
載
）

幹

事

会

報

告

第

八

回

一
月
二
五
日
一
七
時
～

慶
応
高
校
地
学
教
室

報
告
一
、
二
月
三
〇
日
矢
上
小
学
校

P
T
A
に
よ
る
見
学
会
一
五
名

余
参
加

二
、
一
二
月
五
～
一
六
日
「
日
吉

台
地
下
壕
写
真
展
」
を
横
浜
銀

行
日
吉
支
店
に
て
開
催

三
、
同
七
日
平
和
の
た
め
の
戦
争

展
実
行
委
員
会
開
催

四
、
同
八
旦
戸
塚
・
和
泉
・
栄
地

区
実
行
委
員
会
に
よ
る
「
戦
争

と
平
和
を
考
え
る
文
化
の
夕
べ
」

に
写
真
パ
ネ
ル
の
貸
出
し
、
お

よ
び
寺
田
事
務
局
長
の
講
演
。

参
加
者
多
数

五
、
同
一
〇
日
連
続
講
演
会

「
太
平
洋
戦
争
と
慶
応
義
塾
」

第
一
回
「
真
珠
湾
か
ら
日
吉
の

丘
へ
」
講
師
白
井
厚
氏
、
四
〇

名
余
参
加

六
、
同
一
四
日
J
R
東
労
組
大
船
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電
車
区
分
会
に
よ
る
見
学
会
一

八
名
参
加

七
、
九
五
年
一
月
一
七
日
J
R
東

労
組
蒲
田
電
車
区
分
会
に
よ
る

見
学
会
一
九
名
参
加

八
、
二
月
一
日
平
和
の
た
め
の
戦

争
展
実
行
委
員
会
予
定

九
、
同
一
〇
日
J
R
東
労
組
東
神

奈
川
分
会
に
よ
る
見
学
会
予
定

一
〇
、
同
一
二
日
J
R
東
労
組
山

手
電
車
区
分
会
に
よ
る
見
学
会

予
定

議
事
▼
会
報
の
執
筆
に
つ
い
て

＊
戦
争
を
テ
ー
マ
と
す
る
エ
ッ
セ

イ
を
様
々
な
年
代
の
人
に
書
い
て

も
ら
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
幹
事
が
頼

め
ば
可
能
と
思
わ
れ
る

▼
会
員
を
増
や
す
こ
と
に
つ
い
て

＊
若
い
方
に
会
員
に
な
っ
て
も
ら

い
、
順
次
世
代
交
代
を
考
え
る
必

要
が
あ
る
。

＊
見
学
会
等
で
案
内
の
出
来
る
人

を
養
成
す
る
こ
と
が
急
務
。

＊
会
員
の
力
量
が
保
存
運
動
の
力

と
な
る
な
ど
話
合
わ
れ
た
。

幹

事

会

報

告

第

九

回

二
月
一
五
日
一
八
時
半
～

日
吉
地
区
セ
ン
タ
ー

報
告

二
、
同
二
八
日
J
R
東
労
組
書
紀

に
よ
る
見
学
会
二
一
名
参
加

三
、
二
月
一
日
平
和
の
た
め
の
戦

争
展
実
行
委
員
会
開
催

四
、
同
四
日
連
続
講
演
会
「
太
平

洋
戦
争
と
慶
応
義
塾
」
第
二
回

「
本
土
決
戦
と
日
吉
台
地
下
壕
」

講
演
と
見
学
会
講
師
寺
田
貞
治

講
演
会
三
九
名
、
見
学
会
二
七

名
参
加

五
、
同
七
日
鮫
島
会
長
・
東
郷
副

会
長
・
寺
田
事
務
局
長
が
慶
応

義
塾
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
長

と
会
談

六
、
同
一
〇
日
J
R
東
労
組
神
奈

川
分
会
に
よ
る
見
学
会
一
四
名

参
加

七
、
J
R
東
労
組
山
手
電
車
区
分

会
に
よ
る
見
学
会
一
七
名
参
加

議
事

▼
日
吉
キ
ャ
ン
パ
ス
事
務
長
と
の

会
談
内
容
に
つ
い
て

＊
地
下
壕
を
一
度
見
学
し
て
頂
き
、

保
存
に
つ
い
て
定
期
的
に
話
合
い

を
持
ち
た
い
な
ど

▼
運
営
委
員
会
に
つ
い
て

＊
三
月
二
九
日
開
催
予
定

▼
陳
情
署
名
に
つ
い
て

＊
前
向
き
に
話
し
合
い
を
重
ね
て

い
く
＊
文
案
を
ね
る

▼
会
報
三
二
号
に
つ
い
て

＊
三
月
末
発
送
予
定

▼
「
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
」
会

場
に
藤
山
記
念
館
を
借
り
る
こ
と

に
つ
い
て

＊
会
議
室
の
た
め
展
示
会
場
に
は

不
可
。

お
願
い

会
費
未
納
の
方
に
振
込
用
紙
を
同

封
し
ま
し
た
。
ご
送
金
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
行
き
違
い
の
場
合

は
ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

お知らせ

連続講演会および
1995年総会

日時：4月15日（土）
2時：地下壕のビデオ

2時半：連続講演会
4時：総会
場所：慶大日吉キャンパス

藤山記念大会議室
連続講演会
「太平洋戦争と慶応義塾」

第3回「戦時中の慶応義塾
と戦争体験」

講師：永戸多喜雄氏
（慶大名誉教授）

ご来場お待ちしています


